
「夢に向かって 明るく しなやか 豊岡の子ども」
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２日（火）岡小タイム、１・２年生の交通安全

教室がありました。４月２７日に行う予定でした

が、新型コロナウイルス感染拡大防止による臨時

休校のため、この日の実施となりました。

最初に「歩行や横断に必要な交通ルール」「安全

な歩行や横断の仕方」等を確認してから、１・２

年生が一緒になって３・４人のグループを作り、

学校周辺の道路を歩いてみました。

集団登校の時は、お兄さんお姉さん達が先頭や

最後尾に付いてくれるので安心して歩いています

が、この日は自分たちだけで歩くということで、

やや緊張した表情で、十分に安全を確認しながら

歩くことができました。

でも、皆さんがルールを守って歩いていても、

ルールを守らない自動車が皆さんに向かってくる

こともあります。道路を歩く時は、「自動車が急に

向かってくるかもしれない」「何か起きるかもしれ

ない」といった「『かもしれない』歩行」を心がけ

てほしいと思います。「自分の身は自分で守る！」

ことができる力を付けましょう！

【手の挙げ方がいいですね！お手本です！】

渡る人がいれば、自動車

は止まるのが当たり前です

が、「礼」をしてもらうと、

うれしくて、心にゆとりが

生まれ、安全運転を心がけ

るようになります。だから、

【礼をしよう！】 「礼」をしましょう！

児童玄関前の廊下に、今年も「ゆめチャレンジ」

が掲示されました。ずっと同じ夢をもっている子

ども、世の中の流れに乗って変わっていく子ども

交通安全教室①

夢チャレンジ

など、様々です。大事なのは、「夢を実現させるた

めに、今から何をがんばるのか？」だと思います。

「まだ、小学生だから、そこまでは…」と考える

のか、「小学生だから、将来のために必要なことを、

今からしっかり身に付けさせたい」と考えるのか。

保護者が「どう考え、どう子どもに接していくの

か」によって、大きく変わるようにも思います。

相田みつをさんの「育てたように子は育つ」とい

う言葉が忘れられません。

１０年後、２０年後、どのような自立した大人

に成長しているのか。また、何人が、夢を実現さ

せているのかも、楽しみなところです。

【ゆめ チャレンジ】

２日の夕方、大仙市の臨時校長会があり、これ

からの見通しについて指示等がありましたのでお

知らせします。しかし、あくまでも、現在の状況

を踏まえての判断ですので、今後の新型コロナウ

イルスの感染拡大状況によって変わってくること

をご理解いただきたいと思います。

１．授業日の回復について

４月２１日～５月６日（連休を含む）までの

臨時休校措置によって、授業ができなかった日

数を、夏休み後半と秋休みを活用して回復させ

る予定です。詳しい日程は、今月中に決まるよ

うです。

２．ＰＴＡ授業参観

新型コロナウイルス感染拡大を防止する対策

を講じた上で実施します。

３．修学旅行

既に実施日を１０月１・２日に延期してあり

ますが、豊川小学校と本校の６年生の保護者の

皆さんにアンケート調査を実施し、その思いに

今後の見通しについて



沿った、さらなる判断をしていきたいと考えて

います。

なお、学校としては修学旅行を中止する考え

はありませんが、旅行先のその時の感染状況に

よっては、その考え方を変更せざるを得ない場

合もあることをご理解願います。

４．学習発表会と閉校記念式典

第１回閉校記念事業実行委員会（６月中に実

施予定）での話合いを受けて検討しますが、３

密（密閉、密集、密接）を避けるため、大勢の

人が本校の体育館に入ることはできません。

５．運動会

地区住民運動会は中止となりましたが、豊岡

小学校としては、何らかの形で、子どもたちが

活躍できる場を設定したいと考えています。

６．スポ少活動

６月１日から、これまでの活動にかかる制限

を解除し、通常の活動を再開しています。

７．その他

ＧＩＧＡ（ギガ）スクール構想（子どもたち

一人一人の個性に合わせた教育の実現のため、

義務教育を受ける児童生徒に、１人１台の学習

者用ＰＣと高速ネットワーク環境などを整備す

る５年間の計画です。大仙市もこの構想の実現

に向けて動き出すようです。

４日（木）、大仙市教育アドバイザーの小笠原先

生が本校を訪れ、全学年の授業参観と、本校の子

どもたちの様子・本校の取組等について、いろい

ろな助言をしてくださいました。小笠原先生は、

大仙市教育委員会の指導部長さんや西仙北中学校

の校長先生を経験した方です。

２時間目に授業参観をした感想として、「１～３

年生は、子どもらしく、自分の思いをしっかり表

現できていた。４～６年生は、落ち着きのある授

業態度だった。聞く姿勢がしっかりしているなど、

学習規律も身に付いており、先生たちと子どもた

ちがいい関係にあることがわかった。」等のおほめ

の言葉をいただきました。おほめの言葉をエネル

ギーに、これからの授業づくりを、さらに、がん

ばってい

きたいと

思ってい

ます。あ

りがとう

ございま

した。

【６年生 理科の授業参観の様子】

大仙市教育アドバイザー来校

牛乳パック回収業者である（有）高徳商店さん

（大仙市高関上郷）から、リサイクル活動への協

力のお礼として、トイレットペーパー１パックを

いただきました。ありがとうござい

ました。

大切に、使わせていただきます。

豊岡小学校に勤務して４年目を迎えましたが、

まだまだ知らないことが多すぎると、改めて感じ

ました。

先日、田んぼの様子を見ようと、学校からグラ

ウンドを横切り、豊岡分館の横を通りました。今

まで何度も、その碑の前を通っていたはずですが、

その時初めて、じっくりと見ることができました。

その碑には「短歌の里豊岡」とあり、「豊かな郷

土の喜びを短歌に詠み『短歌の里豊岡』を創造す

るために、昭和四十三年八月十四日…豊岡短歌会

が誕生した。…」とありました。一つ一つの短歌

からは、その当時の時代背景等が伝わってきて、

短歌を詠んだ方の思いに触れることができたよう

に感じました。

ここ豊岡地区には、素晴らしいものがたくさん

あります。子どもたちにも、そのことを理解し、

将来、ここ豊岡の地を支える人になってくれれば

ありがたいなと思ったところです。

私の教え子でも、高校を卒業して都会に就職し、

その後、地元に戻ってきた人が何人かいます。水

が合わなかったのか、つらい思いをした時に心の

支えになったのがふるさとだったから帰ってきた

のか、はっきりはわかりませんが、今は、笑顔で

地元でがんばっています。

どんな状況になっても、粘り強く、自分の本当

の姿を探そうとする人間に成長してくれればあり

がたいです。そして、その土台を、小学校で育て

ることができれば、うれしい限りです。

【「短歌の里豊岡」の碑】

豊岡のよさ、素晴らしさ

トイレットペーパーをいただきました


